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令和８年度全国安全週間 
 

期 間 ： 令 和 ８ 年 ７ 月 １ 日 （ 水 ） ～ 令 和 ８ 年 ７ 月 ７ 日 （ 火 ） 

 

 

 

 

 

長期的にみると全国的に労働災害は減少傾向にありますが、近年の状況に目を向

けると、死亡災害は減少傾向にあるものの、休業４日以上の死傷災害は平成 21 年以

降、増加傾向が継続しており、死傷者数の増加傾向に歯止めがかからない状況となっ

ています。 

労働者が安全に働くことができる職場環境を築くため、令和５年３月に策定され

た第14次労働災害防止計画に基づく施策を着実に推進することが必要であることか

ら、計画年次４年目となる令和８年度においても、引き続き労使一丸となった取組み

をお願いいたします。 

 

 
熊野労働基準監督署災害発生状況（木材・木製品製造業、林業） 
 

令和７年における労働災害（確定値）は、木材・木製品製造業で、死亡者数は０人

（令和６年と同数）、死傷者数が５人（令和６年から５人増加）、林業で死亡者数０

人（令和６年から１人減少）、死傷者数が 10 人（令和６年から２人増加）と、いず

れの業種も令和６年と比較し増加しております。 

また、令和７年５月末時点の労働災害（速報値）は、木材・木製品製造業で死亡者

数・死傷者数ともに０人、林業で死亡者数は０人、死傷者数２人と、いずれも前年同

期を下回っております。なお、林業で発生した死傷災害は、10 代及び 20 代の若手で

あり、いずれも経験年数が 10 年未満の未習熟者でした。 

 つきましては、死亡災害、労働災害の防止に向けて、全国安全週間で示す林業及び

業種横断的な労働災害防止対策の継続的な実施をお願いいたします。 

 

 

 

 

 
熊野労働基準監督署 

0597-85-2277 

季刊誌：夏号 

20２６年 №6６ 

スローガン 

 「多様な人材 全員参加 みんなで育てる安全職場」 

･チェーンソーを用いた伐木及び造材作業における保護具、 

保護衣等の着用並びに適切な作業方法の実施 

･木材伐出機械等を使用する作業における安全の確保 （安全週間実施要綱） 
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ＳＴＯＰ！熱中症クールワークキャンペーン 

 

期    間：令和８年５月１日（金）～令和８年９月 30 日（水） 

重点取組期間：令和８年７月１日（水）～令和８年７月 31 日（金） 

 

死亡を含む休業４日以上の死傷者数は、令和７年の速報値で 1,681 人、うち死亡

者数は 15 人であり、死亡者数は前年比で半減したものの、死傷者数は前年比約４割

の大幅な増加となっています。 

また、労働災害の発生原因を調査すると、熱中症予防のための労働衛生教育の実施

を確認できなかった事例や、糖尿病、高血圧症など熱中症の発症に影響を及ぼすおそ

れのある疾病や所見を有している者への配慮を行っていなかった事例も見られてお

ります。 

熱中症における労働災害を防止するため、厚生労働省ホームページ「職場における

熱中症予防情報」を活用した労働衛生教育の実施、健康診断結果に基づく業務内容や

配置先等の配慮等、「ＳＴＯＰ！熱中症クールワークキャンペーン実施要綱」や「職

場における熱中症防止のためのガイドライン」に基づく労働衛生の３管理「作業管

理」「作業環境管理」「健康管理」の徹底をお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考：応急処置） 
Ⅰ度：意識ははっきりしているが、めまい、立ちくらみ等の症状がある。 
→冷所での安静、体表冷却、経口で水分と塩分の補給を行う。被災者を一人にせず見守り、改善
されないようであれば医療機関に受診させてください。 

Ⅱ度：頭痛、嘔吐、倦怠感等の症状がある。（特に水分を自力で摂取できない場合） 
→医療機関を受診させてください。（状況を把握している人を同行させて確実に受診させてくだ
さい。帰宅後に意識を失う事例も認められます。） 

Ⅲ度：意識障害、けいれん発作、高体温等の症状がある。 
→すぐに救急要請を行ってください。着衣を脱がせ、水をかける等応急処置を継続してください。 
 
 
 
令和８年１月～ 木材・木製品製造業及び林業の労働災害発生状況 

  発生
月 

休業 
見込 

傷 病 経験 年齢 事故の型 起因物 発生状況 

１ １月 ６月 創傷 ２月 18 歳 
切れ、 
こすれ 

チ ェ ー
ンソー 

伐木後の枝払い作業中、チェーンソーの
キックバックにより右足脹脛に接触。 

２ ２月 ７日 創傷 ５年 25 歳 
激 突 さ
れ 

手工具 
ワイヤーロープの端末処理中に主工具
が滑り腕に接触。 

 


